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初
期
の
鉄
道
の
重
要
施
設

●
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
二

月
か
ら
、
金
ヶ
崎
駅
を
朝
六
時
に
出

発
す
る
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
電
灯
は
い
ま
だ
鉄
道
に
は
用

い
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
ま
だ
薄
暗

い
時
間
帯
に
金
ヶ
崎
駅
か
ら
列
車
を

発
車
す
る
た
め
に
は
、
機
関
車
や
客

車
用
、
ま
た
線
路
脇
の
信
号
灯
を
含

め
、
大
量
の
石
油
ラ
ン
プ
が
必
要
で

し
た
。

●
こ
れ
ら
の
ラ
ン
プ
の
管
理
は
、
安

全
な
汽
車
運
行
に
不
可
欠
で
あ
り
、

当
時
の
鉄
道
規
則
に
お
い
て
、
灯
火

の
注
油
は
屋
外
で
な
く
必
ず
ラ
ン
プ

小
屋
内
で
行
う
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら

灯
火
管
理
の
責
任
は
駅
長
自
ら
が
と

る
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

●
ち
な
み
に
、
金
ヶ
崎
駅
の
ラ
ン
プ

小
屋
は
、
建
設
当
時
は
横
浜
、
京
都

に
次
ぐ
全
国
で
も
３
番
目
の
大
き
さ

で
、
大
阪
駅
の
も
の
よ
り
も
大
き
い

建
物
で
し
た
。

ラ
ン
プ
小
屋
の
煉
瓦

●
敦
賀
港
駅
ラ
ン
プ
小
屋
の
一
番
の

特
徴
は
、
壁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
煉

瓦
で
す
。明
治
二
六
年（
一
八
九
三
年
）

以
降
に
建
造
さ
れ
た
旧
北
陸
線
の
煉

瓦
に
は
、
そ
の
煉
瓦
を
製
造
し
た
工

場
を
示
す
刻
印
が
見
ら
れ
る
の
に
対

し
、
こ
の
ラ
ン
プ
小
屋
の
煉
瓦
に
は
、

製
造
を
請
け
負
っ
た
職
人
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
分
を
区
別
す
る
た
め

に
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
、
数
十
種

類
の
刻
印
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
刻
印
は
た
い
へ
ん
珍
し
く
、

ま
た
古
い
時
期
の
煉
瓦
製
造
方
法
を

示
す
貴
重
な
も
の
で
す
。

●
ま
た
、
煉
瓦
を
焼
く
技
術
も
安
定

し
て
い
な
か
っ
た
せ
い
か
、
煉
瓦
の

焼
き
色
が
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
見
方

を
か
え
れ
ば
変
化
に
富
ん
だ
壁
色
で

あ
り
、
外
観
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
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ラ
ン
プ
小
屋

　
　
煉
瓦
の
全
刻
印



工
事
中
で
も
貨
物
輸
送
開
始

●
敦
賀
港
は
、
日
本
海
に
面
し
た
諸

港
か
ら
京
都
・
大
阪
へ
物
資
を
輸
送

す
る
重
要
拠
点
で
あ
り
、
明
治
一
四

年
（
一
八
八
一
年
）
二
月
に
疋
田
ま

で
の
線
路
が
繋
が
る
と
、
早
速
、
工

事
の
合
間
に
限
定
し
つ
つ
も
、
商
人

達
の
要
求
に
応
じ
貨
物
を
運
ぶ
仮
運

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
蒸
気
機
関
車

●
こ
の
時
に
、
金
ヶ
崎
ー
疋
田
間
で

運
行
を
行
っ
て
い
た
蒸
気
機
関
車

は
、
当
時
か
ら
土
砂
運
搬
な
ど
工
事

専
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
英
国
マ

ニ
ン
グ
・
ワ
ー
ド
ル
社
製
一
二
九
〇

形
蒸
気
機
関
車
で
す
。
明
治
一
三
年

（
一
八
八
〇
年
）
九
月
に
二
両
が
神

戸
港
か
ら
航
送
さ
れ
た
も
の
で
、
明

治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
二
月
に

時
刻
表
に
基
づ
く
本
開
業
が
開
始
に

な
っ
て
も
、
路
線
の
一
部
の
橋
脚
な

ど
の
補
強
工
事
が
残
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
関
車
は
工
事
兼
用
の

ま
ま
旅
客
・
貨
物
輸
送
に
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
実
際
、
明
治
一
五
年
の
九

月
に
は
、
氣
比
神
宮
の
祭
礼
に
あ
わ

せ
て
旅
客
運
送
の
臨
時
列
車
を
出
し

た
新
聞
記
事
も
残
っ
て
い
ま
す
。

本
格
営
業
時
の
蒸
気
機
関
車

●
明
治
一
五
年
一
〇
月
の
福
井
新
聞

に
、
金
ヶ
崎
停
車
場
に
新
型
機
関
車

が
届
い
た
記
事
が
あ
り
、
ま
た
そ
の

こ
ろ
ま
で
補
強
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
こ
の
新

型
機
関
車
が
運
行
の
中
心
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

●
こ
の
車
両
は
英
国
キ
ッ
ト
ソ
ン
社

製
一
八
八
〇
形
蒸
気
機
関
車
で
、
そ

の
牽
引
力
は
一
二
九
〇
形
の
二
倍
近

く
を
誇
り
、
当
時
国
内
有
数
の
勾
配

区
間
で
あ
っ
た
金
ヶ
崎
ー
洞
道
口

（
柳
ヶ
瀬
隧
道
の
西
口
前
）
に
対
応

し
た
も
の
で
し
た
。
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灯
油
の
生
産
・
流
通

●
ラ
ン
プ
小
屋
で
使
わ
れ
て
い
た
も

の
を
含
め
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八

二
年
）
頃
の
灯
油
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
品
で
し
た
。

当
時
世
界
の
石
油
の
半
分
以
上
が
ア

メ
リ
カ
で
生
産
さ
れ
、
ま
た
ド
ラ
ム

缶
は
ま
だ
発
明
さ
れ
て
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
製
油
所
か
ら
五
ガ
ロ
ン
缶

（
現
在
の
一
斗
缶
）
二
個
を
一
つ
の

木
箱
に
収
め
て
輸
送
し
て
い
ま
し

た
。

灯
油
の
銘
柄

●
当
時
の
銘
柄
は
、
横
浜
港
で
は
缶

に
刻
印
さ
れ
た
塔
の
マ
ー
ク
か
ら
「
塔

印
」
と
呼
ば
れ
た
チ
ャ
ス
タ
ー
（
タ

イ
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
）
が
最
も
多
く
、

ま
た
神
戸
港
で
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
製
油
所
製
が
最
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
外
箱
が
松
材
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
「
松
印
」
と
呼
ば
れ
、
主

に
関
西
で
普
及
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
ら
の
銘
柄
は
、
実
は
す
べ
て

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
経
営
す
る
ア
メ

リ
カ
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
」
の

傘
下
で
し
た
。
た
だ
、
ブ
ラ
ン
ド
銘

柄
と
し
て
、
買
収
前
の
会
社
の
も
の

が
使
わ
れ
続
け
て
い
た
の
で
す
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
灯
油

●
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
に

は
、
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社

倉
庫
（
今
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
）
が
敦

賀
に
建
設
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
産
灯
油

が
直
接
陸
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

●
こ
の
石
油
の
輸
出
元
は
、
記
録
で

は
「
費
州
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
社
製
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
石

油
は
そ
の
年
の
輸
入
総
額
の
九
割
を

占
め
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
三
年
後
の

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
に
は

敦
賀
で
も
電
灯
が
普
及
し
始
め
、
次

第
に
灯
油
の
需
要
は
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
。
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ロシア　
カスピ海・黒海石油会社（碇印）

アメリカ
アトランティック製油会社（松印）

アメリカ
タイドウォーター石油会社（塔印）
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